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鉄道総研は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の取組をスタートします 

２ ０ ２ ０ 年 ６ 月 １ １ 日 

公益財団法人鉄道総合技術研究所 

 

公益財団法人鉄道総合技術研究所（以下、鉄道総研）は、「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の

取組をスタートしましたので、お知らせいたします。 

 

１．目的 

鉄道総研のビジョンを実現する実行計画としての基本計画 ＲＥＳＥＡＲＣＨ 2025 に基づく活動

を通して、ＳＤＧｓに掲げられた 17の目標について、鉄道総研の強みを活かせる「9 産業と技術革新

の基盤をつくろう」を主体に、９つの目標の実現に寄与し、研究機関としてのプレゼンスを向上する

ことを目的とします。 

 

２．取組の内容 

地球環境問題や高齢化に伴う社会的負担の増加、経済の地域間格差など、社会が直面している諸課

題を克服するには、抜本的な技術革新が必要不可欠です。鉄道総研は、鉄道の技術革新の担い手及び

先導役としての役割を果たし、鉄道事業者や国内外の大学・研究機関、関連企業等と連携して、鉄道

が直面する困難な課題を克服し、持続可能な社会の実現に向け、鉄道の未来を創る研究開発に邁進し

ます。 

鉄道総研は、「基本計画－鉄道の未来を創る研究開発－ ＲＥＳＥＡＲＣＨ 2025」に基づく活動を

通して、ＳＤＧｓに掲げられた 17の目標について、鉄道総研の強みが活かせる「9 産業と技術革新の

基盤をつくろう」を主体に「7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに」「8 働きがいも経済成長も」

など、９つの目標の実現に取り組みます（図１）。基本計画ＲＥＳＥＡＲＣＨ 2025におけるＳＤＧ

ｓの具体的な取組を表１に示します。 

鉄道総研の研究開発活動等がＳＤＧｓ達成に寄与することを（図２）、定期刊行物やホームページ

などにおいて積極的に発信していきます。 

 

図１ 鉄道総研が取り組むＳＤＧｓの９つの目標 
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表１ 基本計画 ＲＥＳＥＡＲＣＨ 2025におけるＳＤＧｓの具体的な取組 

基本計画 ＲＥＳＥＡＲＣＨ 2025の活動 具体的な取組 
目標 

ＳＤＧｓ 

１．研究開発事業 

・ 安全性の向上、特に自然災害

に対する強靭化 

・ 鉄道の更なる安全・安定輸送に資する研究開発の重

点的な実施 

・ 地上・車両設備の故障防止及び老朽化に対応する研

究開発の積極的な実施 

・ 災害や事故の被害・原因調査及び復旧方法・再発防

止対策の提案 

 

 

 

 

 

・ デジタル技術による鉄道シス

テムの革新 

・ 鉄道現場での労働力不足等の課題に対応した省力化

技術に関する研究開発の重点的な実施 

・ 沿線環境に適合した新幹線の高速化 

・ 鉄道の更なる省エネルギー化 

・ ＭａａＳなど新たな顧客サービスの創出に寄与する

取組の積極的な実施 

・ 総合力を発揮した高い品質の

成果の創出 

・ 鉄道の将来に向けた研究開発、鉄道事業に即効性の

ある実用的な技術開発及び鉄道固有の現象解明など

の基礎研究の推進 

・ シミュレーション技術の高度化及び独創的な試験研

究設備の整備 

・ 鉄道技術に関わるノウハウの蓄積や人材育成 

・ 鉄道の諸課題解決への分野横断的な取組 

２．調査事業 

・ 社会・経済・技術の変化を把握

し、研究開発に活用 

・ 鉄道に関わる安全・環境・交通経済等の国内外の中

長期的な動向や先端技術の動向等の情報を収集・分

析 

・ 鉄道の将来像を予測し、研究開発を行う技術項目の

抽出 
 

３．技術基準事業 

・ 施工や維持管理の効率化など

の観点を反映した設計の実現 

・ 労働力の減少を見据えた設計標準、維持管理標準及

び設計計算例などの整備を計画的に推進 

 

４．情報サービス事業 

・ 時宜にかなった的確な鉄道技

術情報の提供 

・ 国内外の鉄道技術情報を収集・蓄積、発信 

・ 多様な媒体を活用した質の高い研究開発成果や活動

状況などの提供 

・ 地震時の早期復旧に資する情報などの情報発信基地  

５．出版講習事業 

・ 実現研究開発成果などの社会

への普及 

・ 初心者からエキスパート教育

まで段階に応じた体系的な講

習 

・ 定期刊行物、及び講演会、技術フォーラムなどの講

演活動の内容の更なる充実 

・ 鉄道技術講座などの講習会 

 

６．診断指導事業 

・ 災害、事故、設備故障に関わる

迅速な被害や原因の調査、復

旧方法や再発防止対策等の提

案 

・ 鉄道事業者全般にわたる要請に対してきめ細かく積

極的に対応 

・ 激甚化する自然災害に対する分野横断的な対応 
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７．国際規格事業 

・ 日本の鉄道技術の維持・活性

化とその海外展開に向けて、

戦略的な国際標準化活動の展

開 

・ ＩＳＯ(国際標準化機構)及びＩＥＣ(国際電気標準会

議)の国内審議団体としての積極的な活動 

・ 国際的な鉄道関連団体が進める標準化活動に積極的

に関与 

・ 国内の技術・ノウハウの明文化や体系化、国内認証

体制のあり方の検討等の諸課題に、規格開発と一体

での取組 

 
 

 

８．資格認定事業 

・ 鉄道技術者の技術レベルの維

持向上及び鉄道業界全体の人

材育成 

・ 鉄道設計技士試験全般にわたる検証を通じて受験し

易い環境の整備 

 

９．国際活動 

・ 鉄道技術の国際的プレゼンス

の向上 

・ 海外の大学や研究機関などとの共同研究や職員の派

遣を拡充し、海外への情報発信の質及び量の向上 

・ 鉄道総研が開発した技術の国際展開などを通して、

日本の鉄道技術の普及に寄与 

・ 鉄道事業者や鉄道関連企業などの海外展開 
 

１０．働きがい 

・ 能力を発揮でき、働きがいを

持てる職場創り 

・ 職員一人一人が貴重な人材であるとの認識に立ち、

鉄道事業者のニーズに対応でき、グローバルな視点

を有し、独創的な研究開発を推進できる研究者の育

成 

・ 職場の安全衛生、メンタルヘルス、働き方改革及び

次世代育成支援等への取組 

・ 様々な技術分野の研究者が世代の違いや立場の違い

を超えて自由闊達に議論できる風通しのよい風土の

醸成 
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図２ 研究開発事業におけるＳＤＧｓの取組 

 

以上 

 

鉄道総研は 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています 

デジタルメンテナンスによる省力化 

激甚化する気象災害に対する鉄道の強靭化 

列車運行の自律化 


